



































































































































































































































































































































































































































































































国立劇場『上演資料集』 454 (2003年5月)｡ 1997年
刊『国立劇場30年の公演記録』文楽篇も参月鮎
8) 96年は観劇､ 2000年は筆者体調不良で､国立劇場公
演記録VTRで確認させていただいた｡
(9)本稿の｢読売｣は東京のみ｡大阪の新聞評は見てい
ない｡
(10)もし石山本願寺関係ということで大阪人に愛着があ
るのであれば大阪のみで上演してもよい｡
(ll)なお同書の豊竹呂大夫発言｢恩愛の涙はらはらはら｣
は文責内山のミス､ ｢こたへ兼てはらはらはら｣と訂
正｡
(12)注2参照｡ 99年9月20日国立小劇場｢摂州渡辺橋供
養｣豊竹咲大夫主催復活上演については､横道寓里
雄･内山美樹子｢対談｢摂州渡辺橋供養｣復活上演
をめぐって｣ (『歌舞伎研究と批評』25､ 2000年6月)
に詳しい｡豊竹咲大夫がいくつか手がけた復活上演
の中でも意義深いもの｡この時は国立劇場､文楽協
会の協力を得､国立劇場文楽公演千秋楽(9月19日)
の翌日､本公演使用の大道具も一部活用しての上演
で､超満員であったが､何百万もの赤字が出たという｡
(13) ｢八重霞浪花浜荻｣復曲奏演､講演､研究等は､紀要
Ⅳで扱う｡ここでは昭和33年3月18日大阪市北区法
清寺のかしく祭で､文楽の二世鶴淳清八の指導によ
り竹本新勝･豊津源平が｢新屋敷｣の復曲奏演を行
なっていること(牧村史陽『侠妓かしくとお園･六
三』昭和39年参照)と､呂勢大夫･清介が94歳の豊
揮源平から伝承を受ける契機-呂勢大夫氏が国立
文楽劇場編『八重霞浪花浜荻』 (翻刻校訂桜井弘､付
録に｢｢八重霞浪花浜荻｣考｣内山美樹子､昭和63年
発行)を読み､大阪の演者に伝承者があるはずと考
え､豊津源平氏を探し当てたこと､を記すにとどめる｡
付記　本稿は2003年3月13日､ 21世紀COE演劇研究セン
ター国際研究集会｢演劇学の現在｣日本古典演劇研究分科会
における内山美樹子｢浄瑠璃復曲の諸問題｣の報告内容の一
部をふまえた報告･研究ノートである｡
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